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ます。結晶学から次へ行こうと彼は side way 
step するのですが，残りの人にはそのまま地



















































































































































































































































































































































































































































































































































































学んでもらいます。資料 B は液過熱，資料 C
は圧力と沸点，それを学んでいこうと思いま
す。－資料 A，B，C の映像を全員で見る。そ
の後 3 から 4 人のグループを作り，どれかひ
とつの資料の解釈をし，いくつかの班が全体


































































3 人がよい。4 人だと 2・2 に分かれるので，
3 人くらいが最初やるときはやりやすい。
ちなみに私たちが大学でやったときは，全
部で 24 グループでやった。15 回全部学生
にジグソーするときには，24 資料をクラス
に配って 2 つくっつけて次の二つで 4 つに
してというふうにした。  
・生徒さんの発話を聞いていると，びっくり
するくらい最初間違っている。何度もやっ
ていくと，わからなかった言葉もなじむよ
うになる。だから，間違った方向に突っ走
るということはないのではないか。もし誤
りが起きて関連付けに入っても修正されな
いとしたら，問いと資料が悪いだろう。  
－質疑応答－  
Q 今回の先生の方式でいくと，つまずきをど
ういう形で取り込んでいくのか？つまずく
ことで学ぶ，つまずかないようにする，そ
のバランスをどういうふうにお考えになっ
ているかを教えてください。  
－発表者の回答－  
A ジグゾーがすべてではないので，ジグゾー
以外のいろんな学び方を含めて，やってい
る。不完全な状態で説明しながら修正して
いくというのも一つの方法。もっと大掛か
りに考えてみると，実はつまずきをもっと
積極的に入れて，授業をつくるということ
を考えてもいい。  
・例えばシンガポールでは，生産的な失敗と
いうことをやっている。無理難題を与えて，
協調してやってもらうんです。子どもたち
は自分の思いつきでやって，失敗する。先
生は答えを言わずに，励ましだけで去って
いく。とりあえずやらせるんです。先生も
失敗を止めたいと思うんだけど，それを見
守る。そうすると，失敗の中に共通したエ
ッセンスが出てきて，それが数学の重要な
要素になっているんですね。先生は最後に，
専門家はこうやって，トライアルアンドエ
ラーでやっているんだということを伝える
ことで，生徒は失敗することによって，何
かを生産することを学習するんです。これ
でやると，先に公式を教えて答えさせる方
法でやって場合と比べて，応用問題で差が
開くんです。もっと面白いのは，シンガポ
ールは偏差値で学校が分かれているけど，
公式のほうだと偏差値と相関するんだけど
も，この方法だと相関しなくなります。こ
れを見ると，もしかすると，シンガポール
は国を挙げて受験勉強しているんじゃない
か，子供が試行錯誤から学ぶ力を活用し損
なっているのではないかっていう疑問が出
て来ると思うんです。そうすると先生が変
わっていかないといけない，ということを
言う人でてきて，シンガポールの学校が変
わろうとしています。  
・私が紹介したジグゾー方法は部品を与えて，
まとめを自分で考えるということで，つま
ずきをなくす。それに対して，シンガポー
ルはつまずかせる勉強法。ドラスティック
なんだけど，そこから学ぶということなん
です。そこで気をつけないといけないのは，
どちらも子ども達が，まったくゼロから問
題を出しているということではないという
こと。ゴールを先生がどれだけはっきりさ
せるかがすごく大事。ということです。  
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